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東芝のシステムは、検査・清掃など車両の運用管理も効率よくできる（写真は車両基地）
東芝は、鉄道会社向けに人工知能（AI）を使って車両を効率よく運用できるよう支援するシステムを開発した。鉄道のダイヤを作成し、検査や清掃の時期など車両を効率よく運用管理できるようにする。第1弾として多摩都市モノレール（東京都立川市）で導入し、年5%程度の運用コスト削減を見込む。他の鉄道会社に売り込む。

新たなシステムは作成したダイヤに沿って、車両の検査・清掃や基地への入出庫などを効率よくできるよう、車両の運用計画をつくり出す。規定や法律を順守した上で、効率的な車両の運用パターンを導き出す。鉄道会社は限られた数の車両で営業運転するため、検査や清掃など車両運用の効率化が長年の課題になっている。

ダイヤの作成を支援するAIは従来もあったが、車両の運用管理まで支援するものは珍しいという。多摩都市モノレールでは3月のダイヤ改正に合わせて導入された。


車両運行の計画も立てられる（システムの画面）
乱れたダイヤを早期に見直すことにも使える。鉄道会社との実証実験では7日分の計画を検証を含めて約2時間で作成できた例もあった。土日祝日など日によってダイヤが異なるため手間がかかり、従来は人手で約10時間をかけて作り直していた。

鉄道会社では車両の効率的な運用が収益の向上につながる。沿線で大学の入試や花火大会などがある際は需要に合わせて増便するなど車両の運用管理は複雑さを増している。効率的な運用計画を早期に立てる必要性は高まっている。東芝は、鉄道会社のデジタルトランスフォーメーション（DX）につながる技術として売り込む。



